様式第５号

舗装工事施工体制実態調書

１　機械調書
	⑴　アスファルトフィニッシャー
	商号または名称
	

	№
	舗装幅
	型式
	製造番号
	登録番号
	製造所
	所有状況

	１
	
	
	
	
	
	○自己所有
〇リース

	２
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	３
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	４
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	５
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース


　　⑵　マカダムローラー
	№
	車両重量
	型式
	製造番号
	登録番号
	製造所
	所有状況

	１
	　 ｔ
	
	
	
	
	〇自己所有
○リース

	２
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	３
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	４
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	５
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース


　　⑶　タイヤローラー	
	№
	車両重量
	型式
	製造番号
	登録番号
	製造所
	所有状況

	１
	　 　ｔ
	
	
	
	
	〇自己所有
○リース

	２
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	３
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	４
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース

	５
	
	
	
	
	
	〇自己所有
〇リース



	　※上表に記載した建設機械の所有および作動状況について、次のとおり監督職員による実地確認を依頼します。

	実地確認場所の所在地
	　
	※ 資格審査申請書を提出した土木事務所の管轄区域内に限ります。
※ 場所が分かる地図を添付してください。

	実地確認の日時
	確認を行う土木事務所が指定した日
	


※　実地確認に当たっては、オペレーターの方に実際に機械を作動していただくので、オペレーターの方は資格者証、労働安全衛生法第６１条による車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習修了証とおよび申請者と３か月以上の雇用関係が確認できる資料（健康保険証等）を携帯してください。オペレーターによる作動状況の確認ができない場合は、資格審査に必要な建設機械として認めることができません。

※舗装工事施工体制実態調書（様式第５号）記入要領
　１　申請時に所有しているもののうち、県発注工事の施工時に使用する可能性のあるものを記入してください。リース期間が資格の有効期間の末日以降に及ぶもので、所有と同等の権能が認められているリース契約（原則として、法人税法上のファイナンス・リース取引契約に係るものに限る。）については、所有に含みます。
　２　アスファルトフィニッシャーの「舗装幅」は「（最小幅）ｍ～（最大幅）ｍ」を、マカダムローラーおよびタイヤローラーの「車輌重量」は「バラスト水を含む最大重量」を記入してください
　３　所有（１に規定するリース契約を含む。）していることが確認できる資料（市役所・町役場の資産証明、売買契約書（写）、車検証（写）、リース契約書、法人税申告書別表（写）等）および写真を添付してください。また、マカダムローラー、タイヤローラーについては、特定自主検査記録表の写しを添付してください。
　４　記載した建設機械の所有および作動状況について実地確認を行いますので、実地確認場所の所在地が分かる地図を添付してください。
